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全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局
長

会
議
資
料
が
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

　「
全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局
長
会

議
」
と
は
、
厚
生
労
働
省
が
主
催
す

る
都
道
府
県
、
指
定
都
市
お
よ
び
中

核
市
の
部
局
長
等
を
対
象
と
し
た
会

議
で
す
。

　
二
〇
二
一
年
一
月
二
六
日
、「
全
国

厚
生
労
働
関
係
部
局
長
会
議
」
の
資

料
が
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
度

も「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

予
防
の
観
点
か
ら
、
参
集
形
式
で
の

会
議
は
実
施
さ
れ
ず
、
資
料
及
び
説

明
動
画
の
掲
載
の
み
で
す
。

　
会
議
資
料
は
説
明
資
料
と
詳
細
資

料
（
文
章
と
図
示
）
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
説
明
資
料
に
は
、「
令
和

三
年
度
予
算
案
に
お
け
る
主
な
拡
充

内
容
」
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

〈
令
和
三
年
度
予
算
案
に
お
け
る
主

な
拡
充
内
容
〉

（
１
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
育
成
支

援
体
制
強
化
事
業
（
仮
称
）

① 
事
業
内
容
　
遊
び
及
び
生
活
の

場
の
清
掃
等
の
運
営
に
関
わ
る
業
務

や
児
童
が
宿
題
に
取
り
組
む
よ
う
進

捗
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
等
、
育
成
支
援

の
周
辺
業
務
を
行
う
職
員
の
配
置
等

に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
補
助
。

② 

実
施
主
体
　
市
町
村
（
特
別
区

及
び
一
部
事
務
組
合
を
含
む
）。
た

だ
し
、
市
町
村
が
適
切
と
認
め
た
者

に
委
託
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

補
助
率
　
国
三
分
の
一
、
都
道

府
県
三
分
の
一
、
市
町
村
三
分
の
一

④ 

令
和
三
年
度
補
助
基
準
額

（
案
）　
一
支
援
の
単
位
当
た
り
年
額

一
四
四
・
三
万
円

（
２
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
第
三
者

評
価
推
進
事
業
（
仮
称
）

① 

事
業
内
容
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
第
三
者
評
価
の
推
進
を
図
る
た

め
、
当
該
評
価
の
受
審
に
必
要
な
費

用
に
対
す
る
補
助
。

② 

実
施
主
体
　
市
町
村
（
特
別
区

及
び
一
部
事
務
組
合
を
含
む
）。
た

だ
し
、
市
町
村
が
適
切
と
認
め
た
者

に
委
託
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

補
助
率
　
国
三
分
の
一
、
都
道

府
県
三
分
の
一
、
市
町
村
三
分
の
一

④ 

令
和
三
年
度
補
助
基
準
額
（
案
）　

一
ク
ラ
ブ
当
た
り
年
額
三
〇
万
円

　
二
〇
二
一
年
一
月
一
八
日
、
全
国

学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全

国
連
協
）
が
、
厚
生
労
働
省
子
ど

も
家
庭
局
子
育
て
支
援
課
健
全
育

成
推
進
室
と
懇
談
を
行
っ
た
折
に
、

「
令
和
三
年
度
予
算
案
に
お
け
る
主

な
拡
充
内
容
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
子
育

て
支
援
課
健
全
育
成
推
進
室
か
ら

は
、「
育
成
支
援
に
係
る
体
制
の
強

化
」
の
例
示
に
あ
る
「
児
童
が
宿
題

を
取
り
組
む
な
ど
の
促
し
や
進
捗
管

理
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
宿
題
に

つ
い
て
は
、
学
習
環
境
を
整
え
て
、

自
主
的
に
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
む

も
の
と
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

指
針
」
で
示
し
て
お
り
、
そ
の
補
助

の
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
第
三
者
評
価
受
審
の
推

進
」
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業

は
、
厚
生
労
働
省
と
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
（
全
社
協
）
と
で
取
り
組
ん

で
い
て
、
そ
の
制
度
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
盛
り
込
む
作
業
を
現
在

行
っ
て
い
る
。
ほ
か
の
福
祉
施
設

（
介
護
、
障
害
、
児
童
）
と
同
様
に
、

第
三
者
評
価
基
準
を
検
討
し
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
出
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
を
各
都
道
府
県
の
推
進

機
構
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
版
の

第
三
者
評
価
基
準
を
策
定
し
て
い

協
議
会
だ
よ
り



75̶協議会だより

た
だ
く
。
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
各

都
道
府
県
内
の
評
価
機
関
が
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
契
約
し
て
い

た
だ
き
、
評
価
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
市
町
村
で

適
宜
判
断
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の

基
準
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

・
基
準
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ぎ

り
早
期
に
お
示
し
し
、
年
度
当
初
か

ら
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
周
知
を
図
り

た
い
。

・
評
価
者
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
「
第
三
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
専
門

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
評
価

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
基
準
を
、

全
社
協
と
協
力
し
な
が
ら
、
策
定
し

て
い
く
。

・
評
価
制
度
全
般
に
つ
い
て
は
、
省

内
の
社
会
・
援
護
局
が
担
当
し
て
い

る
。
全
社
協
と
連
携
し
て
評
価
者
を

養
成
し
、
課
と
し
て
は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
基
準
が
で
き
た
際
に
は
、

評
価
者
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

い
う
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
周
知
な
ど
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
今
後
開
催
さ
れ
る
「
全
国
児
童
福

祉
主
管
課
長
会
議
」
で
さ
ら
に
く
わ

し
い
こ
と
が
わ
か
り
し
だ
い
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
二
〇
二
〇
年
一
月
に
開
催

さ
れ
た
「
全
国
厚
生
労
働
関
係
部
局

長
会
議
」
に
お
い
て
、「
基
礎
資
格

を
有
す
る
研
修
未
受
講
者
は
参
酌
化

施
行
後
三
年
の
見
直
し
ま
で
の
間

（
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
）

に
研
修
修
了
を
予
定
し
て
い
る
者
」

も
、
補
助
要
綱
上
は
「
放
課
後
児
童

支
援
員
」
と
見
な
し
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
補
助
す
る
と
い
う
考
え
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
年
三
月
に
開
催
さ
れ

た「
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会
議
」

に
お
い
て
、「
研
修
計
画
を
立
て
、

原
則
採
用
か
ら
一
年
以
内
に
研
修
修

了
を
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
」
と
の

考
え
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

二
〇
二
一
年
の
「
全
国
厚
生
労
働
関

係
部
局
長
会
議
」
資
料
に
は
、「
都

道
府
県
等
に
お
か
れ
て
は
、
当
該
者

が
早
期
に
認
定
資
格
研
修
を
受
講
で

き
る
よ
う
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
係
る
支
援
に

つ
い
て
」
は
新
た
に
項
目
が
起
こ
さ

れ
、「
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、

支
援
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
支
援
が
行
き
わ
た

る
よ
う
、
予
算
措
置
に
ご
配
慮
い
た

だ
き
た
い
」と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〈
指
導
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
の
事

業
の
実
施
状
況
〉

　
詳
細
資
料
で
は
、「
放
課
後
児
童

支
援
員
等
処
遇
改
善
等
事
業
」「
放

課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

処
遇
改
善
事
業
」
に
つ
い
て
、「
実

施
率
が
低
調
な
こ
と
か
ら
、
各
市
町

村
に
お
か
れ
て
は
積
極
的
に
活
用
い

た
だ
き
、
放
課
後
児
童
支
援
員
等
の

処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
強
調
す
る
記
述
が
あ
っ
た

う
え
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
実
施
状

況
を
ま
と
め
た
資
料
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
度
に
「
放
課
後
児
童

支
援
員
等
処
遇
改
善
等
事
業
」
を
実

施
し
た
市
区
町
村
数
は
三
四
〇
（
前

年
は
三
二
九
）
で
、
学
童
保
育
を

実
施
し
て
い
る
全
市
区
町
村
数
の

二
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま

す
。
ま
た
、「
放
課
後
児
童
支
援
員

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
」

を
実
施
し
た
市
町
村
数
は
、
四
三
二

（
前
年
は
三
八
〇
）
で
、
学
童
保
育

を
実
施
し
て
い
る
全
市
区
町
村
数
の

二
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　「
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
」
を
実
施
し

た
市
町
村
数
が
増
え
た
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、「
二
〇
一
九
年
は
実
施
し

た
が
、
二
〇
二
〇
年
は
実
施
し
な

か
っ
た
と
こ
ろ
」
が
一
七
あ
り
ま
し

た
。
全
国
連
協
で
は
、
こ
う
し
た
状

況
の
経
緯
に
つ
い
て
は
分
析
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
地
域
で
把

握
し
た
情
報
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。


